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粍逸団にては苛政韓のA僻すべき塊定を盆景して居る.之は木藤通を妨 7就 88文政国雄8銑 145-6

文に妃敏した･蛸 に放て朗 する大部分の葱攻寄は鰍 AI与用ゆる丑政務に相缶するものであ

ち.俵て先瑚 哉破牡の放カに裁て研究をして見よう.次には爆覆瓦柵坑に触する表地掛こ野する補足

改定として旬淡の柑 時間を 50ミリセコyt'以内にする帝に潤し小紙 を行ひたち故,炎触 を離 し

ょう･牝件に鵬しては本姓遜懇第 号故 148駅 東賛火等の顎を参考に鼓されb t･

L 費夜番の卦力

珊鞄にて故力に閃し規定する傭件は

A･糊 の行はれた彼 Vl0008cc(I/JOOは誤)以内に也火電流の強さが少くもIAに越せざるべか
らす.

b.縫乗捷観の行ほれてよb馳 ;叔初にlAに達し再びlA以下に下る時刻iSのⅦ漁師助は4tnwB/A

以上ならざるべからす.同樽手を持つ膏政孝にては 4mwsIDの市政附典を捲る銭の時間の剛毅少

の喝流の央鱒が0.8A以下ならざる恥 命牝時間中に 2つの相次ぐ切放尖輔の間の時珊畳が決し

て 1/10008eCよb大ならぎろ布.然して食後に此時間中に平均の馳 ;I.15A以下に下らざるも

のとす.

C･縫未納 の行ほれて壊20JIOOOeCCの間に典-られたる旬紳 助は 20mw8/A より大ならざるペか
らす.

である.

払末軸 とは菅改称の同和子が同樽し電流を菅生するも故初の閲は哉破辞内を洗臥 ,屯柾

が所要の軌さに慈 したる時始めて凄榊 徒て外部菅破線に亜+･る柴野にて,此時期は把手の動

く終 りに近い時期に相懲する綾樽が多い.辞細娃後に述べる.

m朋/D は 32Eに相骨する.茸に mws=ミ1)ワ,トセコンド,B=オーム 即ち

IルTVSmJVS
Ef;=喝 (Ir=JIT･なる故)

命J-妄 たるか 728 となる･-Sを Lけ れば
れJ!S=JゴI

で萌泡では架線鮎火典の出火性及 同用敬故轟の寵紳 助等を冷す.る忙朝 丘のふ又はワ,トを用

ひす JZIを畢位として用ひて居る.之蛙此等の現象の生起には時間が大なる蹄係を捧つからで

ある.渦姐にては此奴力に封する織 を本誌晩春第 8故 151賞にある如 く ノ

10硬科なれば 25オーム t 60.オーム
26硬耕なれば 25オーム 60オーム 110オーム

50硬耕なれば 25オ｢ム 60.オーム 110オーム -
160オ_ム 210-ォーム 260オーム

の外抵抗を透して塊作し2岡オ'シtlg'ラフ富泥を凍 り･

A. 垂加 シpグラフ島尻に放て簡嫌の曲線は払末横紙の開音去る後 1ミ･)セコンド以内に

lAに連せざるぺからす.

A, 金オ,シtzグラフ鳥展に放て寵流曲如 く第 1問に LAの僻に慈したる後再び1A以下
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に降る卦を定める竜淀曲故にて終末壊節の行はれて後前記の井道に保有する電流衝助が

計好的の轍 にて横合せらる.同株の外抵抗にて得たる電柵 曲の平均任が 4mw8/9

基LTなるべからす.

抜荷国相手を有する1哉政経が此要求を満足せしめざることきは金オッシtzグラフ蕗

展にt女の3鮎を定める.

第 1に庇流曲線の7噂が第 1岡に 0.8ABLTになる卦

弟 2に罷流曲線の相隣する尖噂の閲の時唯 が 7ミt)セコyFBL上となる曲

第 3に電光の平均値が 1.15ABLTに低下する鮎なり.オ,シpグラフの債は前配3
釦を知る忙あD.此おは終末伽 の行はれし時に食も近き時のものたり.新の如く定め

られたる滋に重る時聞の間に流れたる電流衝動につき鴫 したる平均が 4JnWB/D より

大ならざる一くからす.

A8 金オ,シt,i,ラフ団Q:て奄流軸 が鴇 せらる砺波曲鼓にて0-20ミ.)セコンド脚にて

計りたる奄流衝動の金丑が紬 せらる.此平均が 20nwS/D よ?小なるを許さ+･･

11オツシF)グラフ禽苑 .
此促件に合するを必要とす.鼓何周神子を有する1竣政経のオブシt,グラフ島尾は次の如き

ものである･

■ .. . 1ll.. l ■l ... ---I-48ヽ

S.3○ 乃 加 lS

l'0 5rIL二二===-

団 1.鳥居甲オ ッシt,グラフ島尾は日本火薬敦造株式食紅のカタt7g'｢屈柵 管肘奄束

管政務｣に鵜戟してある.之をなるべく正確に明腔にしたのがまの

圏である.AI 7r JS

le Jt 二
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固 3.

固1は現況紬:1ミ･)セコンド以内に 1Aに達し,lA以下に降る鮎は30ミ1)セコンド

以後になり,3ミ･)セコyt･位にて4mWS/D となり.0-20ミ.)七コy欄 にて計りたる屯

流爾曲は 30mWS/D より大となるならん,故に故力の鮎に放て合格す･

然るに囲2,田3は島尾不明瞭にて 1ミ1)セコンド'以内にlAに逮する串は可熊なるやも
知れざれi･も直にlABLTに降り,此時迄に保有する屯流術肋は4mWB/Dに適せ十･枚tF報

国の使件には合格せす.

田4は &,'の弟 2項に上は 何周時子を有する唖破算の合格し終るものi寵流曲級のオ,

シtZグラフ幕泥にて

第 1に電洗曲鉄の下渦が第1同に 0･8ABlTとなる鮎に終末凄帝より20ミ.)セコンド後

のi掛 こて,第 2に屯流曲線の相隣する失職の冊の時期蓋蛙丁度1ミ.)セコrnCて 30ミ
gセコ./71遊続き第 3の放流の平均他が 1.IBABLTに蓮する鮎も_4･鮎にて何れの鮎よりも

鯛 は4mWB/D より大で･ある･

乱費亀子と円鵬
屯流曲級の新の如き頼達紘岡相手(紙 子とも茸ふ)と田破線輪の樺地に起因するもので,鳥

居印苛政辞蛙雨丁哉屯子と在籍内政線輪を祷つ.之を放帆を本位として簡単'rc田挿すれば
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田5-6の如くで,瀬朝雨磁痩間に吐勧 なゝろ技官横束が存在し少政の磁力蜘 和 す.捕

磯琴肌こて硬紀子が岡持すれば賛電子の鶴 が南武垣間の磁力線を切断し之に伐て特級中に取

力を生す･此聴力は衆奄用刷子より円碑線輪に入り,始めは塩絡猿轡にr少他の卿 刷子に
老少此間田社用鈴tl･を助故して礎力線を稔如し格鼓中に菅生する奄力を増大し軌 子を阿伸せ
しむる.把手の脚 の鮎に達したるとき壇鈷柴野を招き硬破同故に常流を亜する樽迫であ

ち.･参考の蔦め ｢罷免雷管肘屯崇敬故辞｣にある団7を掲(I

昏姐JA拍
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は固15Aの如し.故に此賛政孝にては外政抗の強さが問擾となる外抵抗により屯流の降下す

る状況は岡】5Bの如し 故に小なる外虚坑なれば使用し得るも大なる外抵掛亡は使用し持す

.亦政和の電力が大なる飾 火鼻小救なる時は碇流過大と

なか,何呪力大なる間は火花を硬し之が名に来宅子や軸 齢を税する･亦参政の細 に申ゆるもの

を得んとすれば樺達過大となる.故

に一般に濁過にては直稔攻砥埠式は今日多く朗せられす
.

t花

Eq15A.

t
Ei]

1
==

L

-9,他帆

Ea16R

nB東宮管肝屯発狂鼓等｣にある固8比金港賛屯横式苛政券の壌綬団である.
此由にては囲

)8として摘ぐ.
之を更に簡単に固示すれば同16の様である.
此式にてはC),

02の唖
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き田地線輪の勘横力は小となる･新の如くして此式の苛政券により生する電流鑑麿抵抗の牌係
は田17A{Bの如くなる.

臼
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t汎Eq lTA カ稚仇- EB 17B

拭 】&此式と鳥居印式とを併用し

たものに細 鑑堆式の我政界がある.固19は此蛙輯閲に

て a旺替奄子,ZIは田政線輪の在籍 銀々,o

性同分権掩線で,dH屯は苛政同級に重る凄
税螺なカ.此硬軟券による屯航 流外抵抗の朋係仕

向爾式の妖艶を除き園20-m の枚になる.称爽敬
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8●牡 未 接 甥

払末壌鮪とはず政界の同相を始める時は復路装牡にて砲流は菅故半円をめれ披作の終 り頃屯

流の現さ充分に達したるとき初めて菅破同族に至る様な構造である.今は何れの硬軟早にも採

用しあるものなれども必重なる理由を侮軍に述べようと息ふ.ノ′
.B居印の如き砥子を有する硬破静は多くは攻の如き屯流を生する.

電圧-

CA08

======ここ=｣句言

EB 王近.

碇塵は初めは硬屯子の同馴 ･に七位力線も小である名甚だ小なり.鐘力塊が増加し管屯子の

岡持が均すに従って電塵骨加す.同 22の i 曲附近にて横力級の槍加仕充分となり,此虚よ

り柁塵は硬屯子の同称が均す環少しく埠力灯す.Bにて岡持装故は停止す.乍然耽 子は自由国

印をなす.自由同好は紳 保金の食にも必要である..此際反封寵流を生じ磁場を朗くし同縛鼓

把の停止後屯虚曲線は次第に降り摩擦の禽国籍は停止するに重り,圏 22の如き曲繰となる.

域坑不やなる場合に放て吐屯感と電流とは何故の血塊にて表され肪床の場合に放ける碇流の密

教伽 榊 に放ける駄 俵の 轟 BLT蛸 るものけ -さを以て偲り畑 23の軸 を相
伴を蛮する屯流曲線と考ふ.

此際便りに終末凄牌を有せず同輔の最初より硬軟同線に寵流が並するとせば同線中の欺多の

取東館肝中政も銀放たJaものはA鮎に量る進か前に仮令ば0鮎にて戦火鮎に逢す.<し.渦迫

にて紘鮎火玉を有する屯免官管は自熱線の温度が硬火軌こ達したる後 1/10008ccにて燥敬し,

自熱線を断ち従て電流を断つものとして鰍 陀 規尭しあり.故に痕も銀故なる雷管の白熱娘

が攻火温度に達したる後)/1000secBL内に最も不放牧なる雷管の白熱絵も敬火迫庇に逮せざる

べから+･と云ふ辞になり.然らざれば不菅を生すると云ふのである.資際に放て此の催件に過

せぬ敬政界は柵 には使用すべからざるものであるとされて居る.

四･220 鮎は300ミlJアンペア附近なるべく,之は｢屯束雷管附寵束硬破串｣第 18貫に

ある他にて凄故法により多少の蓋を生すぺし 同番第42茶には菅花子の同相政は 1秒問 120

同以上なるを可とする市を妃叔するも第 2固!Cよれば 1回特約 15ミ.)セコンドを委し,1

秒の何撒 約 70同となり,井 3田によれば 1同称約 20ミ1).tコンTTを事し,1秒の岡持

救約 50阿となり共に120同より遅く且帝王に善途あD._印鳥居印硬鼓幹は共碍遁上より所望

の何轍 を出す串困難にて且つ同一人が同一時に使用するも同株の同称政を絡ざる許多し,此

串は徴越の鳥に注意し放かれたし.

団 23に放て0鮎に量る迄の同時数枚4同なるを似て鳥居印菅政界を操作したりとして催

いこ1岡持 20ミ1)セコソ17を費したりとせばC鮎に至る進の時間は 80ミ1)セコンドなD.
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略近伍を得る島国 22の卦線の曲線を直線と見倣し怒流を0.3A とし時間を80ミ1)ゼ9'ンt･

として固 23を得･之れより80ms聞に得る

mws/B 紘

か ･3- 0-a4m-S/9

にして之は時間が 81msになれば

一0.3A は伍に強くなれとも其蓋少きをBLて 0･3

A として

号o･3!x81=2･43mws/9
となる

時RJl固 28.此斬j:少考ふるも2.4mWS/D より2▲43mwsJBに量る
問に重野管が敬火する串比国私にて結局不隻となるものあるならん 鳥居印亀束雷管は適常1.4

オームの塘坑を有し抵抗藍は 0.2オームなる故最小 ユ.3オーム,長大 1.5オームなり.菅熟

丑性抵抗の自乗に関するものなる故屯流を逸IT･る時間を計昇外とすれば両者の

此政SS =1･33にて2.4.3/2.4より温かに大にして不菅を生する事明で

ある,故に現在の敬破辞吐牌 末壊鮪を持つ.終末脚 を持つときは聞 22に放て蛙D穀迄

は奄流は敬故岡路に入らず D鮎にて敬破同格に入り塩時間にて故も銀故なる奄東野管の自熱線の温

度は鮎火刑の哉火鮎に達し,･井後1 ミ1)セコンT･内に満逸陶製に七鮎火玉を有する屯東館

管の査自熱線は蛍火鮎に達し査雷管が硬火するのである･本御 感粛7戟弟 35貫声 26の競売は此意味である･碑文が不明肝で

ある曲を上把の紋明

にて補ひ度し.4.費 故 器 の 機 構鳥居印硬政静の鮎火の際の電続の凄韓は同カタTl〆,第 14田にあり

.之を圃 24として女に柵げる.即ち把手(-ンドル又はキー)をキーガイドに挿入し之を

同称すれば同時.Kキーホヰールが同称し之がラチエyトビ王オンを阿樽し之とギヤーt'71)

-ホヰールとは同軸にあり同方向に同挿し之が7-マチ17ピニオンに噛み合ひ7-マチ-丁

を同挿して電流を替生す.此屯流はブラ,シ1に入b掩級を透りェン1Iコンタクトス4,チより他

の挿線を洩り他のブラ'シIに入り塩絡して射 す･始動鼓より甲カタローダ 45茸にある如

く140度の掛 軸 皮を同持し停止鮎に至る帝一方のプラワシlがエソFコンタクトスヰ,チの絶

掠物に壊するに重り短絡を経る.即ちエンドコンタクトスヰサチの周囲の 2重の鼓の齢 は金

島にて導想なれども一五の級の部分は不等嘘なり･徒てブラ,シIb鶴 舞物vt接したる復姓尾流
は硬故同格に入る･把車の同樽過度が破綻の強弱に関係する事はカタtzグに詮明せられ明瞭な

る故之を熱演せられたし･哉破同格に流れる嘘流は 30-40オームの負荷あるとき

大略囲 25の如き形とならんと息ふ.鳥居印菅政経の如き爾丁重褒電子を有するも?が毎秒

100同称する場合終末柵 (ェンドコンクク日 が固 26(I)の如き場合娃菅故同線に凄輯され卒

る丑も鎗放なる雷管が寵流術助0･8mws/Bに達し,B封にて菅大漁皮に達するものとせば1/10
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Sオ ン J:停止助(睦〕 ′､ンドルが停止軸に連すれ

ばAンrコIJgタ トスヰッナとブラッi,1との藩鏡を附き茸屯子中に致生

した各電 力は金称賛頓周助こ洗inするものなり.

_
CJ浪

-

ー凪25.

の屯流衝動を樽,
不銀故なる雷管も硬火温度に遵すべ

く誠に好都合なるも,国26
けりの如く鮭末軸が曲

鼓の降る途中に

行はれたる時候カにEにて0.8mws/9に逮するとするは の1/1000sec朋Fに至る朋に得る 景

電光術助小にして不銀故なるものは不菅となる噂合あ

る林となる.故に雨丁重賛成執 こては硬砲手の同相の位碇と経

末食餌の時期との関係を親元する尊あり.之により鮭

末凄鞠は囲26(I)の如き位故にて行仕れ(TI)の如き

位骨にて行はれざる如 く椿達するを可とす.鳥居印せ鼓舞には此装昏なし,本誌通巻#.7艶群
146耳にある菅破券の傭件中経末壌筋の行はれた後 1/1000see E: JlンrJt塊作

角dEL･.エソr7ン gクト ス
ヰ ナチM:ダーミナ ,̂
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以内に穀火砥粒の強さが少くもlAに適せざるぺからすとあるは南紀の如き場合の串である.

8.弼亀の細 傭件

序をBLて珊泡に1:萄故辞に畢求する傭件を稔肘する串とする.本蜘 第 8戟 151斉にあ

る如く,紬 に際しては 10硬科にては 2年オームと80オームとの2軽の外地坑を用ひて醗

駿する.之は珊姐にて姓脚蝕に敢紙を用ゆる串あるが故に屯甜 管 Ⅰ佃の哉抗が 6オームを

有するものあるを以て共 10佃即 50オームと群銀の埼坑 10オームとを食計したるものであ

る.之が 10奄科にて使用する政大の外塘坑なり.50敬科に3:は同様 6オーム宛,60蟹 250

オ丁ム忙琴線の塘坑 10オ･-ムを合計したる260オームなり･

aI性格来者蚊を持つべき催件にて触 したるも一のである･

0,は本姓触 第 8戟 149耳にある架触 火典A の劫火の銀鉄也が戯火玉を有するものに

ありては 0.8-3.Omw8/B の隅にあるより患少しもので,例-ば終末軸 より1秒後便 りに

1.5Aに達したりとせば共碇洗衝動吐 1秒後

T57+3×1≡0.75

に達し,此軟性 0.8mw8/PBL下なるを似て放牧なるものも未だ蛍火鮎に適せす.共直後に旬

火鮎に連す.然して夷の 1/1000secに放ては此間屯流の平均倍 1.5A-とすれば

Tbfx1;2.25

2.25mWS/D にて前紀 0･75mWB/Dと合計し3mWS/D となる.此際は不銀故なるものも菅火鮎

に蓮するを似て雷管は完爆すべし.通常に樽姓せられたる敬放冷は 2.5/10001sec前に lA以

下に下る事もたかるべく此煉件は容易に充足せらる･

致力低き鼓何岡持子を有する電放冷にありて弟1に屯抵曲故の~下縛が0･8ABLTになる鮎を

測定するは此碇続が架線鈷火典iの卦火精度及劫火能力を剖宅する両紙にて之れより現けれ

ば鈷火せるものとせられある出なり.

第2に屈流曲線の相的する尖増のf的の時間蓋が1ミ1)セコンド以上となる鮎を内定するは相

隣する2曲が1ミ1)セコンド以上にて平城 流1.15A以上なれば此附の屯流術曲は少くも

1.151xl言1.3275

13275nwS/D にて銀故なるものは此間のみにても鮎火し,共以前に 1.8725zzIWS/D を有する
とせば不銀故なるも'Oも敬火する故なり.

弟 3の取結の平均伍 1.15ABLTになる鼓以前に鮎火する串を賓する辞は静妃計好にて明に

此等の腿 に 4mws/B なるを要求するものである.阿伸子の速度は｢聴免官骨相屯細 政経｣

には120/sec同軸以上とあれとも之は8000/min.岡持卸133/eeC岡持にするを通常とす.然る

時同伸子が8常の溝を有する場合比相隣する尖増間の時間は133の8倍が1084なる故 コ/1.064

eP0.94ミ1)セコンドに頼骨す.

diの嫌件は砂状鈷火粕を有する架放射火典 ･4の鮎水伸助比0･8と1.6znwBJG との聞なら
ざるぺからすより葬るもので輸秋鼓火刑を有する雷管の伸建時脚即白熱粒が焚火温度に達し之

れにより鼓火刑に鮎火し,次で郡 を捗狂せしめfB流の断絶する迄の時間は 20ミ1)セコンド

に建するものありといふ 堆て哉破線は 20ミ1)セコンド故耗ある屯流を出し英昭の屯流衝助

が 20mWS/D ならざるぺからすと胴ふ.
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Ⅱ.電･aE抱嬢の時伺

｢俺束雷管肘屯来襲政経｣71月屯地 火等能力織 成範に証明しある｢怒気酸欠券鳥居印時

限短絡式耐棒型｣は本港通番第 7戟 35貫第 29億 r菅破静蛙エンt'コンタクト(終期接沸)

の作用し始めてより0.05secの後には少しの屯沈をも出さ るゞを穿す｣lこ合する如く棒遭した

るものにて,改めたる草薮は鳥居印硬破券に放ては ｢約 140脚 し得る如く卑しあるも約

120鹿迄は硬結幹内に定格し之を盆ゆる場合に始めて髭緒が開かれ苛政蟻 に拙 出する装

牡｣を時限短絡式に放ては｢約153度把手を捻持し縛る如くなしあa'も約 50越 は砿流静内

に短絡し之を赴ゆる切合に始めて塩緒が開かれ硬故母故に喝続々出する来世にして約 90度租

称せば宜に呪示の如く短絡して敬故同線内の屯流滑失ナ｣に改めたるものにて団 27は上紀の

圏とは典るものなれども之により少しく政明すれば把手の也縛に延線して蜘 よ妙なるaが

矢の方向に同持す.

bは金島片にて aIこ附労し此金島片が 2硬俵 C及 d-

と軸 する時ある如くしあり.C放せ改称の凄脚 に d

は碇流を菅生する敬花子に連絡す.硯に団示せられ居る

如く始め性Cとdとの越路を断ち屯続は哉破同稔に重■ら

すaが矢の方向に同相すれば 80-90度同辞したる後 e b

とdと蛾連絡す.更に何同樽を損くればGはbとの溝鞍

を絶ち此時より砲流は敬破同線に沈れIf再び硬砥粒内を

流れる寄となる.

埠拍挿二王IL

. _一 二 _｣

田 24は鳥居

印敬政界の接続跡こて始動前エンドコンタクトスヰ'チにて爾ブラ'シュを連絡し,屯続は硬

練 声 27_ 食電子ヨーJ内を流れ捻樽を始め停止鮎の少しく前田上にて上方の

ブラ,シュが範繰髄に凄するに重り屯流敬故同級に経る.此田は時限短絡式にあらざれども此

田のエソrコンタクトスヰ,チを約 50庶矢の方向に移曲すれば約 70周印して碇流管破同

格に入り更に約 60度同挿して再び静内にて頚流し時帖 格式となる･新の如き椿達を有する時限

短絡式紬 型鳥居印蓉破静はオ,シt･グラフ島尻に放て 0.05秒以内に常流を断つ事は宵験

したる所に七此目的には適合す.乍然能力に放てあ少低下を見るに室か時限魅格式

に放ては併列にて2聾を尭敬し得るのみなれども時限塩格式ならざる甘並賛政経に放ては

4敬を尭硬し縛る如き墓を生するに量れり.甘珊 故辞は鯛 娘作を始めてより120度で菅

故同線に電波が亜じ此鼓を圏 22の D と仮定すれば時限短絡式にては細 操作を始めてより約 5

0皮にて哉故同故に奄淀が亜するとせば此匝肝は陣 22のCより定に虎齢に妃づく事となか硬

故能力の低下する事娃明である.然して能力の低下を少なからしむる鳥に妹作角度と賛故同線

に量る屯路を閉づる時期との関係は何研究の飴地

ある辞と息ふ.恭して斬 押下げ式褒破称賛傭替破券にありて性能九を低下せしめず･時

限宜格式の捗達に改める串は容易なりと息ふ.札塊石茨坑燥醜 防紬 節にて同所に備付られ

たる小なる静止瓦斯的師 にて雷管のみを用ひ敬火の蘇瓦斯に出火するやを紬 せられたるに斬火

する場合あるを確められたり.同所研究報告第2軟に ｢官廿に依るメタン瓦斯の鮎火｣と成して
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鳥居印6班旺克雷管を哉火したるに何れも出火したる事あ少.之れにより瓦斯卦火の原因が敬

破辞以外にあ少し音吐明なれとも鳥居印篭政界は顔火故力小なる菅破卓にして新の如き結果を

待たれども現力なる苛政辞を用ゆれ職 の相称時間によか差異あるものの如し.故に称木は

瓦斯ある萩山に月ゆる苛政辞には時限塩格式を用ゆるを可なりと思考す.

髄 雷管の事も考へ硬破捗に放て更に記述する墳食を得る事とならんと思ふ.




